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基本計画策定 基本計画策定 
■
経
緯 

　
市
立
岡
谷
病
院
お
よ
び
健
康
保
険

岡
谷
塩
嶺
病
院
の
統
合
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
平
成
15
年
度
に
岡
谷
市
病

院
懇
話
会
を
設
置
し
、
そ
の
提
言
書

を
受
け
る
中
で
、
平
成
16
年
度
に
岡

谷
市
病
院
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し

た
。 

　
岡
谷
市
病
院
基
本
構
想
で
は
、
国

の
医
療
制
度
改
革
の
状
況
や
両
病
院

の
経
営
分
析
を
行
う
中
、
今
後
、
高

度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
市

民
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
病
院
の

統
合
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
あ
る

と
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
ま
ず
今
日
ま
で
二
つ

に
分
か
れ
て
い
た
企
業
会
計
を
一
つ

に
統
合
す
る
と
と
も
に
、
開
設
者
で

あ
る
市
長
の
補

助
者
と
し
て
、

両
病
院
の
経
営

を
統
括
し
て
行

う
病
院
事
業
管

理
者
を
設
け
、

両
病
院
の
経
営

を
統
合
す
る
こ

と
を
決
定
、
こ

の
４
月
、
新
体

制
で
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
両

病
院
に
お
け
る

診
療
科
目
の
統

合
や
機
能
分
担
を
経
て
、
最
終
的
な

統
合
で
あ
る
新
病
院
建
設
に
向
け
て

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 

■
岡
谷
病
院
統
合
基
本
計
画 

　
市
で
は
平
成
17
年
度
、
岡
谷
市
病

院
統
合
基
本
計
画
を
策
定
し
、
去
る

３
月
20
日
に
市
議
会
全
員
協
議
会
に

報
告
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
、
平
成
16
年
度
に
実

施
し
た
岡
谷
市
病
院
基
本
構
想
に
お

い
て
示
さ
れ
た
病
院
統
合
の
方
針
に

基
づ
き
、
将
来
の
新
病
院
建
設
に
向

け
た
市
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。 

 

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

　
計
画
で
は
、
ま
ず
無
作
為
抽
出
に

よ
り
市
民
２
０
０
０
人
の
み
な
さ
ん

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
両
病

院
の
利
用
状
況
や
新
病
院
建
設
に
向

け
た
市
民
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
ま
し
た
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
が
、
岡
谷
病
院
を
利

用
し
て
い
る
理
由
で
は
、
診
療
科
が

揃
っ
て
い
て
近
く
て
通
院
し
や
す
い

か
ら
と
の
回
答
が
最
も
多
く
、
ま
た

塩
嶺
病
院
を
利
用
し
て
い
る
理
由
で

は
、
医
師
・
看
護
師
が
良
い
か
ら
と

の
回
答
が
最
も
多
く
あ
り
、
両
病
院

の
特
徴
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

              

　
ま
た
病
院
で
重
視
す
る
機
能
と
し

て
、
夜
間
・
土
日
の
診
療
、
小
児
24

時
間
救
急
な
ど
、
救
命
救
急
に
対
す

る
要
望
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。（
グ

ラ
フ
参
照
） 

　
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
の
大
き
な
変
化
な
ど
を
分
析

し
た
上
で
、
新
病
院
の
建
設
に
つ
い

て
、
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
ま

し
た
。 

 

◎
新
病
院
の
規
模 

　
新
病
院
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
現

在
両
病
院
合
わ
せ
て
569
あ
る
ベ
ッ
ト

数
を
、
病
診
連
携
を
図
り
な
が
ら
急

性
期
病
床
を
持
っ
た
病
院
と
し
て
300

か
ら
350
を
目
安
に
、
今
後
検
討
を
深

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

              

◎
新
病
院
の
診
療
科
目 

　
新
病
院
の
診
療
科
目
に
つ
い
て
は
、 

現
時
点
で
両
病
院
が
標
榜
し
て
い
る

診
療
科
目
を
も
と
に
、
地
域
の
医
療

機
関
と
の
分
担
・
連
携
を
図
り
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

◎
新
病
院
の
敷
地 

　
新
病
院
の
敷
地
に
つ
い
て
は
左
図

の
よ
う
に
、
３
つ
の
場
所
に
つ
い
て

試
案
を
考
え
、
比
較
検
討
を
し
ま
し

た
。 

　
旧
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
つ
い
て

は
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い

て
、
岡
谷
病
院
の
患
者
の
移
転
が
容

易
で
あ
る
が
、敷
地
が
若
干
狭
く
、

建
物
が
高
層
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
。 

　
現
市
立
岡
谷
病
院
敷
地
に
つ
い
て 

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度以降 

夜間、土日・日曜の診療など診療時間の拡大 

何時でもどこからでも診療予約が出来る機態 
他の医療機関からでも簡単に受診できる体制 

（円滑な進路や紹介） 
駐車場の拡大 

待ち時間表示システム 

小児24時間救急の充実 

救命・救急機態の強化 

専門外来の充実など専門性の高度化 

より多くの診療科の設置 

他の医療機関との連携の強化 

健康診断機能、検査機能の強化 

災害時に対応した医療機能の強化 

待合室環境の快適化 
どこの病院からも自分の医療情報 

（投薬、検査情報等）が得られる機能 

大学病院の専門医による外来診断 

長期医療のための病床の充実 

リハビリ機能の充実 

巡回バスの増便など交通機関の設備 
入院患者サービス（テレビ、コインランドリー、 

選択できる食事メニュー等）の向上 
生活習慣病に対応した機能を持った病院 

売店、レストランなど患者サービス設備の設置 

妊娠、お産、新生児医療の充実 

個室病室の充実 

病室面積の拡大 
健康維持のための健康診断、 
健康教室の充実、情報提供等 

効率性や経済性を重視した病院運営 

病院周辺道路（アクセス道路）の整備 

診療案内職員の充実 

特にない 

その他 

　　　　　　　　　　　 

病院で 
重視する 
機能 

■病院統合スケジュール（予定） 

ひ
ょ
う
ぼ
う 
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岡谷市病院統合 岡谷市病院統合 
は
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い

て
、
岡
谷
病
院
の
患
者
の
移
転
が
容

易
で
あ
る
が
、
建
物
を
使
用
し
な
が

ら
段
階
を
追
っ
て
工
事
を
行
う
た
め
、

事
業
費
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
し
ま
う

こ
と
。 

　
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
用
地
に

つ
い
て
は
、
電
車･

定
期
バ
ス･

シ
ル 

                         

キ
ー
バ
ス･

タ
ク
シ
ー
等
の
交
通
の

結
節
点
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
様
々
な

都
市
機
能
が
集
積
し
て
い
る
場
所
と

し
て
利
用
者
の
利
便
性
が
高
い
が
、

敷
地
が
若
干
狭
い
た
め
、
隣
地
で
あ

る
大
画
地
の
民
地
を
買
収
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
。 

な
ど
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                         

　
な
お
、
こ
の
３
つ
の
試
案
は
あ
く

ま
で
も
試
み
の
案
で
あ
り
、
確
定
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
中
間
案
あ
る
い
は
そ
の
他
の
候
補

地
を
含
め
て
、
今
後
医
師
会
や
他
の

病
院
等
関
係
機
関
と
の
連
携
・
調
整

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ 

ん
の
意
見
を
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え 

                         

て
お
伺
い
し
、
最
終
的
に
決
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

      
 

企
　
画
　
課
　 

内
線
１
５
２
１
　 

  

４
月
17
日（
月
）正
午
か
ら
５
月
16

日（
火
）午
後
３
時
ま
で
、
市
役
所
１

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
３
支
所
お

よ
び
駅
前
出
張
所
で
計
画
を
公
開
し
、

ご
意
見
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

計
画
に
対
す
る
ご
意
見
等
を
、
お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
岡
谷
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
計
画
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
岡
谷
市
病
院
総
合
基
本
計

画
に
つ
い
て
は
、
両
病
院
で
も
公
開
・

設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
ご
意
見
等
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
直
接
、
企
画
課
へ

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

用
紙
等
は
自
由
で
す
が
、
必
ず
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。 

提
出
先
…
〒
394
ー
８
５
１
０
　
幸
町

８
番
１
号
　
岡
谷
市
役
所
企
画
課
宛 

5
24
ー
０
６
８
９ 

E-m
ail:kk@

city.okaya.nagano.jp

岡
谷
駅
前
地
区
再
整
備
基
本
計
画
お
よ
び 

岡
谷
市
病
院
統
合
基
本
計
画
に
対
す
る 

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
募
集 

募
集 

施設配置 考　　察 

旧
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地 

現
市
立
岡
谷
病
院
敷
地 

駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
用
地 

◆市立岡谷病院については、入院患者の引越し等、移転作
業を円滑に行うことができる。 
◆現岡谷病院の隣地であり、市のほぼ中央に位置している
ため、建設敷地として市民の理解が得やすい。 
◆駐車場について、現岡谷病院の北側立体駐車場と、病棟
等の跡地を広い平面駐車場として活用する事が可能である。 
◆敷地が若干狭いため、建物が高層なものとなり、周辺の
民家に対する影響評価が必要である。 
◆進入道路が限られているため、工事に当たっては工事車
両の通行など、周辺民家への配慮が必要となる。 

◆市立岡谷病院については、入院患者の引越し等、移転作
業を円滑に行うことができる。 
◆現岡谷病院の敷地であり、市のほぼ中央に位置している
ため、建設敷地として市民の理解が得やすい。 
◆駐車場について、現岡谷病院の北側駐車場に加え、現北
病棟及び管理棟部分を平面駐車場として活用できる。 
◆段階を追っての工事となるため、工事期間が通常の倍程
度必要となる。 
　また、工事期間中の患者通路の確保等仮設経費がかかる
ため、事業費が増となる。 
◆騒音・振動等の問題が、工事中の病院経営に悪い影響を
及ぼす恐れがある。 

◆中心市街地の交通の結節点で通院等が容易であり、少子
高齢化が進む岡谷市の将来を見据えると有利な敷地である。
周辺都市からの患者も利用しやすい。また、周辺に商業・
サービス等の機能が集中しており、市民が来院時に他の
公共施設等の利用ができるという面で、利便性が高い。 
◆薬局・福祉関連産業などが周辺に立地する事が期待され、
中心市街地の活性化に、良い影響を及ぼすことが期待さ
れる。 
◆周辺が道路に囲まれた街区となっており、工事が容易で
ある。また北側は鉄道敷及び駅前広場となっており、日
影などの環境に対する影響の心配が少ない。 
◆駐車場について、敷地の状況から立体駐車場として確保
することが必要となる。 
◆敷地が若干狭く駐車場が不足するため、周辺民地の買収
が必要となる。 

■新病院の敷地に関する考察 


